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配置図,外構図
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床面積

＜　面積表　＞
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2.97 9.66 28.69

× ＝3.94 4.92 19.38

48.07 

167.42

8.10 19.44

下屋

7 厨房棟 × ＝3.729.00 33.48 ㎡ × 3.729.00 33.48 ㎡＝

合計 ㎡ ㎡269.12295.11

（厨房・客席）：6.30×3.72＝23.44

33.48㎡（倉庫）：2.70×3.72＝10.04

　植栽

ウバメガシ

カンツバキ

レンギョウ

ジンチョウゲ

シャクナゲ

マンリョウ

ガクアジサイ

樹種 本数
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Ｈ Ｃ Ｗ
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上記の他,サツキ７本,オタフクナンテン14本,ヒイラギナンテン2本

（密植）59本

：土間コンクリート直押工（刷毛引仕上）

化粧目地切（しび目地＠1,000～1,800）ハードナー仕上

コンクリート厚150,鉄筋タテ・ヨコ＠200シングル

砕石地業,厚150（RC 0～40）

：KBMからの地盤高を示す
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土間(3)
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常時閉鎖（点検扉）

納戸(1) 
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事務室（2）

事務室（1）

縁

A2 A3 L  >A/20 V  >A/20A1

2.24

7.22 14.44

16.68 0.36>0.33

0.31>0.29

土間(3)

7.22

店の間

中の間

奥の間

3.34>1.31 1.54>0.52

17.68

15.52

4.27

18.68 34.20

38.47

0.37>0.35

>1.71

室名

Ｓ　：令116-2　排煙上有効な開口

注）A1：各室　（A2.A3はA1の段階毎の合計）
注）土間（3）に厨房設備はあるが コンロはIHであり火気使用はない

Ｘ1 Ｘ6 Ｘ11

Ｙ

Ｙ14

Ｙ13

1

Ｙ2

Ｙ

Ｙ14

Ｙ13

1

Ｙ2

Ｙ13

Ｙ2

76
0

2階延焼ライン

天窓

落下防止手摺新設

（SUS40φ、h=1,120　
手摺子＠900）

*)部屋として使用しない為 　

床面積不算入

：補修壁を示す

：新設壁を示す

注、上記壁の耐震仕様は構造図参照

床階

1

2

板張り

たたき土間

たたみ敷

内部仕上表(改修後）

(たたみ表替え）

天然木フローリング貼

板張り

巾木

しっくい壁

しっくい壁

じゅらく壁

たたみ寄

たたみ寄

たたみ寄

たたみ寄

土壁現し

土壁現し

(店の間のみ取り替え）

(取り替え）

しっくい壁

しっくい壁

土壁現し

天井

板張りt21（2階床板現し）

備考

注、※部分の床下地（地板、根太、大引、束、束石）は全て既存撤去後、新しい　べた基礎conの上に新設する

※

板張り（既存の床板で復旧）

(既存のまま）

(既存のまま）

(既存のまま）

(既存のまま）

ボード寄せ新設

（スリット新設）
既存ケ込板

(既存のまま）

(既存のまま）

（同上）

（同上）

（同上）

(既存のまま）

(既存のまま）

(既存のまま）

(既存のまま）

(既存のまま）

(既存のまま）

杉板竿縁天井 竿縁＠485 (既存のまま）

(既存のまま）板張りt21（2階床板現し）

杉板竿縁天井 竿縁＠485

杉板竿縁天井 竿縁＠485

杉板竿縁天井 竿縁＠485

板張り

小屋組現し

(既存のまま）

(既存のまま）

(既存のまま）

(既存のまま）

(既存のまま）

補修壁、新設壁の仕上面は

各室の既存仕上に準じ、

（しっくい風又はじゅらく

○ア

部屋使用なしにつき、

床面積不算入

A.L.V.　S　の検討

S 　>A/50
（㎡）（㎡）（㎡）（㎡）（㎡）

3.25>0.83

2.42>0.72

1.57>0.36 0.21>0.14

26.17

広縁

15.45>1.31

6.81>0.72

23.34>0.88

13.08

2.48>0.88

4.96>0.78 1.67>0.31

0.73>0.68

0.87>0.77

（母屋）改修後平面図

内部仕上表、改修後屋根伏図、

注）　普通階、無窓階のチェック

(wd-6)

1.80

(wd-3) (wd-4) (WD9) (WD1)

2.44 1.36 2.48 1.25+ + + +

9.33 ㎡ >=

= 119.35 ㎡

1階床面積/30

/30

= ㎡3.98

↓
（普通階）

75
0

（㎡）

ALVS表

納戸(1)

納戸(2)

納戸(3)

納戸(4)

屋根裏

新設たたみ敷 (化学畳）

(化学畳）新設たたみ敷

じゅらく壁及びしっくい壁

（補修壁、新設壁以外は既存のまま）

風）とする。また特記外

すべて真壁とする。

天窓

300

雪止め瓦

野地板、垂木現わし（既存のまま）、新設火打梁現わし

PB   9.5の上、珪藻土塗
真壁

通路屋根
（瓦棒葺）

ケラバ刻み袖

1筋紐丸置き

細川邸改修他工事
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巴瓦は既存を残す

鬼瓦は既存を残す

巴瓦は既存を残す

鬼瓦は既存を残す

ケラバ5寸刻み袖

下り棟
2筋紐丸置き

600 600

改修後屋根伏図 Ｓ＝１／１００改修後２階平面図 Ｓ＝１／１００
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雨戸袋新設
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柱新設  （60ｍｍずらす）

柱新設  (意匠柱）

柱新設  (意匠柱）
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750

970
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吹抜

腰壁有り

奥の間

イ

ロ

ハ

ニ 展開方向

道路境界線

9
.
5

12

9
.
51
2

構造用合板ｔ＝12.0

55×55＠450

Ｓ＝1/20
P.Bｔ＝9.5、珪藻土塗

※事務室（1）（2）の床は杉板張（ｔ15×165）

室　名

事務室（1）

事務室（2）

店の間

中の間

奥の間

広　縁

土間(1)

土間(2)

モルタル塗h=100 腰部 h=1,050:杉羽目板（t12）張り

上部：しっくい塗（同上）及び新設壁 一部構造用合板ｔ＝12.0突付け OSCL塗モルタル金ゴテ押工（墨入）

>1.71

>1.923.80

4.97

店の間のみたたみ表替え

事務室（１）（２）板張り

（押入内しな合板ｔ＝4.0）

棟3段10段角桟伏間

（上部）付柱30×120

土間(3)

腰壁有り

Ｘ1 11

屋根の改修

（大屋根）：　日本瓦葺新設（既存の瓦、葺き土、杉皮撤去後,既存野地板の上に新たに野地板（105ｘ12）重ね張り）

9,660

Ｘ

竣工図

6

0610-1

20.3.15

既存木軸、野地板現し（吹抜け）

下屋

下屋

押
　
入

土間コン（べた基礎）の上

(目地切り）

1,000

改修後１階平面図

（下屋）　：　日本瓦葺新設（既存の瓦、葺き土、杉皮を撤去）　（一部下屋を L=300　延伸する）
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Ｓ＝１／１００ 南立面図 Ｓ＝１／１００ (改修後）

　既存の瓦、葺き土、杉皮撤去後既存野地板
　の上に新たに野地板（105ｘ12）重ね張りし
　日本瓦葺とする

西立面図 Ｓ＝１／１００

天窓部分
ガラス瓦葺
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（母屋）改修後立面図

北立面図 (改修後）
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（ 2× 2）

鋼板水切

鋼板水切

戸箱
鏡板張り替

枠補修

雨戸作り替(4枚）

うだつ

↓

3
0
0

13

13 13

13

○2外壁 外壁 7○
ガルバリウム鋼板ｔ0.4張

（構造用合板ｔ12張下地）

4
8
0

2
,
6
0
0

GL

(
下屋の木工事仕様は渡廊下2準ずる

屋根面は鋼板瓦棒葺（トイレ棟通路屋根に準ず）

1,650 1,650 1,650

800≒

1,250

3

下
屋

軒
高

1
0
0

2,
6
4
0 3
,
8
7
0

2
,
6
0
0

2
5
0

下
屋

軒
高

桁梁　105×105 垂木　45×55＠360

垂木受　45×150

1
3

（断面詳細図（2）参照）

銅板庇改修

6

立て起し後、基礎コンクリート

東側端部50～ 60ｍｍ沈下あり、

にて補強

（周辺土間con）

既存袖壁解体

撤去後、新設復旧

布基礎は、塀-1に準ず

両開き格子戸新設

庇：既存補修

雪止瓦

杉板210ｘ15下見張
ささら子45ｘ45＠450

1

3 モルタル刷毛引仕上

付土台
100ｘ60
水切　カラー鋼板ｔ0.4

　（大屋根）

屋根の改修

（下屋根）

　（耐震）日本瓦葺とする。（一部下屋根を　延伸する）
　既存の瓦、葺き土、杉皮撤去し

しっくい塗（補修）

既存鋼板もや飾り（補修）

既存鋼板破風（補修）9

10

11

12

13

構造用合板張り
しっくい撤去後

ガルバリウム鋼板張とする

既存鬼瓦使用

6

5

12

防腐OSCL塗（キシラデコール）

　　　　あんこう付         あんこう付
　　　　銅製タテ樋75Φ　  　66φ

（母屋）　（門屋）

105φ

あんこう付

（母屋の下屋部分）

66φ

新設として作り替える

2

700≒

棟3段10段角桟伏間

1,000

樋仕様：銅製軒半丸樋120Φ　105φ

竣工図

モルタル塗粗面塗料吹付（しっくい塗風）

銅板庇改修

Ｓ＝１／１００東立面図 (改修後）
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天井高さ不足のため、現在非居室（既存不適格）

CL

CL

CL

和室6帖(1)

土間(3)

屋根裏FL 屋根裏FL

土間(1)

板張りt21
（ 2階床板現し）

OPEN

OPENOPEN

土間(2)

杉板竿縁天井
竿縁＠ 485

杉板竿縁天井
竿縁＠ 485

板張りt21（ 2階床板現し）

タタミ敷

しっくい壁

たたき土間

たたき土間

天然木フローリング張

2梁天

1FL(土間FL）

2FL

軒天端

軒天端

板の間

土壁
土壁

軒天端

CBt100　 5段積

CL

CL

CL

屋根裏FL 屋根裏FL

たたき土間 たたき土間

2梁天

1FL(土間FL）

2FL

軒天端

軒天端

土壁
土壁

日本瓦葺（土葺）
杉皮敷
野地板（杉）ｔ 9

GL

1FL(土間FL）

1FL(土間FL）

RC壁ｔ 150

土台新設

たたき土間

日本瓦葺（土葺）
杉皮敷
野地板（杉）ｔ 9

野地板（杉）ｔ 9

塩ビ軒樋

塩ビタテ樋

塩ビ軒樋

基礎コンクリート打

表3帖の間

中3帖の間

事務室（2）

土間(1)土間(2)

事務室（1）

建具移設（ WD4）

土台新設

土間(3)

壁新設（耐震壁）

柱新設

（意匠柱）

GL

道路境界線道路境界線

軒天端
(最高の軒の高さ）

(最高の高さ）

（道路幅員）

銅製半丸樋 120

銅製タテ樋 75Φ
あんこう付

花崗岩
沓摺 105ｘ 90
SUSレール埋込

縮 尺

細川邸改修他工事

Ｓ＝１／50断面詳細図（1）

Ｓ＝１／50

GL

(既存）

(改修後）断面詳細図（1）
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5
0

5
0

695 5,400

1
,
8
7
0

6
0

1
,
8
7
0

最
高

高
　

7
,
6
5
0

軒
高

　
4
,
8
5
4

野地板（杉）ｔ9

杉皮敷
日本瓦葺（土葺）

野地板（杉）ｔ 9

（注.Ｘ1 通壁面を示す)

Ｙ 14Ｙ1

（新設）

（新設）

日本瓦葺（新設）

（注.Ｘ1 通壁面を示す)

納戸（4）

1
,
8
7
0

壁新設

吊束90×90

柱新設

納戸(1)

壁新設

吊束90×90

壁新設

WD
4

700

700

道路斜線

1

6
0

梁新設

450

2
5
0

（既存）

（既存）

新設たたみ敷（化学畳）

（新設）構造用合板ｔ＝ 12.0

（新設）ゴムアスファルトルーフィング

注 .広縁部分の野地板、垂木は既存のまま

野地板（杉） 105ｘ 12

野地板（杉）ｔ 9

日本瓦葺

（新設）

（新設）

（新設）

（既存）

（既存）

ゴムアスファルトルーフィング

1.5

垂木 55ｘ 60＠ 493

垂木 55ｘ 60＠ 493

垂木 55ｘ 60＠ 493

（新設）

（新設）

ゴムアスファルトルーフィング

日本瓦葺

（母屋）既存断面詳細図（1）

垂木 55x55＠ 493

※

※

※野地板：耐水合板ｔ 12（既存野地板の上に重ね張り）

棟 3段 10段角桟伏間

墨入りモルタル金コテ押工

垂木 45ｘ 50＠ 493

垂木45ｘ 50＠ 493

竣工図

0610-1

20.3.15
1/50

8

1
5
0

50

5
0

洋桜（敷居）
に取替え

62

改修後断面詳細図（1）

天井高さ不足のため、現在非居室（既存不適格）
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一級建築士No,102952

尾 形 雅 則

S=1/100西　立面図 S=1/100西　立面図

S=1/100東　立面図

改修概要

外壁の漆喰塗、なまこ壁を修理する。

既存建具を修理する。

7
5
0

7
5
0

575575

3
,
9
0
0

S=1/100屋根伏図

5,850

ＧＬ

S=1/100北　立面図

ＧＬ

S=1/100南　立面図
（改修後）

（KBM-50)

7
5
5

F L

9
7
5

9
7
5

9
7
5

9
7
5

3
,
9
0
0

9
7
5

9
7
5

9
7
5

9
7
5

3
,
9
0
0

2階平面図

975 975 975 975 975 975

5,850

SOP塗（艶消し厚塗）

桧板t=30 SOP塗

（艶消し厚塗）

漆喰塗直し

なまこ壁

既存目地漆喰塗

展開方向

イ

ロニ

ハ

975 975 975 9751,950

5,850

吹　抜

既設階段撤去

1,100W

用途変更

既存のまま

既存のまま

（一部）既存杉板現し

既存の土壁造りの蔵（収蔵庫）を展示スペースとして使用できるように改修する。（用途変更）

既存の2階床を大半撤去し吹抜けとし、既存の高窓を採光及び排煙上有効な開口部とする。

3,900
庇巾

1,400

庇出

除去後、新設

500

W

540
W

530
W

A

L

V

S

22.82

2.92

2.92

0.62

（展示室）

S=1/50

S=1/50

（H600）

（H600）

※柱：特記無きものは130x130

（H1800） （H600）

吹抜け、既存梁、野地板現し

＜　普通階のチェック　＞

1.1×1.8＝1.98㎡　>　A/30　=0.76㎡

出入口

細川邸改修他工事

ＧＬ

ＧＬ

ウッドデッキ

t=0.4

t=0.4

あんこう

t=0.4

既存床板（桧板）張りを残す部分

屋根の改修：日本瓦葺新設（既存の瓦、葺き土、杉皮を撤去）

＜庇の改修＞

t=0.4

既存　破風板　45×
雪止瓦

雪止瓦

FL

7
5
5

4
,
8
4
5

軒
高

6
,
7
2
0

最
高

高

鬼瓦は既存使用

内部仕上表

（改修前）

床

天井

既存、桧板t=24

既存、桧板t=24

既存、桧板t=24

ウッドデッキ
（詳細は別図参照）

＜外側既存建具の改修＞

杉板　　巾105合决りア○
施錠は既存のまま

中蔵詳細図　1

（庇部分）母屋，垂木 ：米松特一等

（中蔵，使用木材樹種）

壁

1階平面図
1/100、1/50

※　土塗り壁厚さは、平均200mm

巴瓦は既存使用

ケラバ5寸刻み袖

2筋紐丸置き

既存の垂木、野地板、瓦を

撤去後、日本瓦（浅瓦）

葺きにて新設

（撤去床板（3.9m×3.9m）は川蔵1階にて保管する）

975 975 975 975 975 975

5,850

1
,
4
0
0

日本瓦葺

ゴムアスファルトルーフィング敷き

野地板：杉板化粧120×12

垂木45×55＠360

改修後庇の仕様

〈外側既存木製建具の改修〉

杉板ア12巾105合決り張り

※2、

1
,
8
0
0

1,100

軒樋：銅半丸105

　また、既存軒樋　竪樋は撤去後新設する。（銅製ｔ＝0.4，軒樋105半丸，竪樋60φ）

見掛り木部（造作材）：桧上小節

防腐OSCL塗（キシラデコール）竪樋：銅60φ

竪樋：銅60φ

竪樋：銅60φ

740 740 740 740

3,180
3
,
0
0
0

※ 1、扉の漆喰塗補修
取手金物の取付け

（既存保管品）

2
,
3
0
0

450

庇補修　

棟2段8段角桟伏間

375

110

竪樋：銅60φ
t=0.4

22

0610-1

20.3.15

竣工図

110
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一級建築士No,102952

尾 形 雅 則

200

4
,
8
7
5

4
7
0

4
7
0

4,360

630630

改修概要

改修後屋根伏図　 S=1/100

棟包み：ガルバリウム鋼板t=0.4　曲げ加工

既存の蔵を従来通り収蔵庫として利用する。（用途変更なし）

室内の内装は既存のままとする。

建具は修理して使用。

外壁は既存の破損の多い仕上げを除去し鋼板張り及び杉板張りにて既存土塗壁を包む。

4
,
8
7
5

630 630

4
7
0

4
7
0

4,360

S=1/100屋根伏図

DN

9
7
5

9
7
5

4
,
8
7
5

9
7
5

9
7
5

9
7
5

135x135

135x135

1,090

4,360

1,090 1,090 1,090

UP

外部仕上げ(腰)：板張り

外
部

仕
上

げ
(
腰

)
：

モ
ル

タ
ル

塗
り

1
/
4
0
0

1/228

1/375

1
/
3
0
0

9
7
5

9
7
5

9
7
5

9
7
5

9
7
5

4
,
8
7
5

135x135

135x135

1階平面図 S=1/100

1,090 975 9751,320

4,360

1,090 1,090 1,090 1,090

4,360

9
7
5

8
6
0

4
,
8
7
5

1
,
0
9
0

9
7
5

9
7
5

9
7
5

9
7
5

1
,
0
9
0

8
6
0

9
7
5

4
,
8
7
5

ＧＬ

S=1/100北　立面図

既存立面図　Ｓ＝1/100

改修後立面図　Ｓ＝1/100

ＧＬ

S=1/100北　立面図

なまこ壁
破損有り

杉板羽目板張り

破損多し

漆喰塗
破損多し

波風板

破損

S=1/100西　立面図

S=1/100西　立面図

日本瓦

破損多し

杉板羽目板張り

破損多し

漆喰塗
破損多し

S=1/100南　立面図

S=1/100南　立面図

杉板羽目板張り

破損多し

漆喰塗
破損多し

波風板

破損

庇

S=1/100東　立面図

漆喰塗
破損多し

モルタル塗

母屋、垂木、野地板共新設

S=1/100東　立面図

鋼板張り

展開方向

イ

ロニ

ハ

（KBM-100)

内部仕上表

（改修前）

床

壁

天井

（改修後）

既存のまま

既存のまま

既存のまま

樋：破損多し

樋：破損多し

瓦棒葺きガルバリウム鋼板t=0.4

瓦棒葺き：ガルバリウム鋼板　t=0.4 瓦棒葺き

（OTワンタッチルーフ340型加工）

なまこ壁

目地漆喰塗改修

（既存撤去の上、

新設）

100

300

四周鋼板張り

竪樋竪樋

既存、桧板t=24

既存、桧板t=24

既存、桧板t=24

1,090 1,090 1,090

4,360

1,090

2階平面図 S=1/100

内部建具

外部建具

内部建具

外部建具

既存片引戸のまま

既存銅板扉 既存銅板扉

水切：ガルバリウム鋼板t=0.4

軒樋：塩ビ製
スチール芯入 120φ

構造用合板t=12全面張り下地

10
0

モルタル刷毛引き（h=100）

細川邸改修他工事

川蔵詳細図　1

既存の内部木製建具、小窓は、外部側に乳白色アクリル板 t=3.0張り及び　その他、建具の建て付け調整

屋根は既存の瓦葺きを撤去し鋼板葺きとする。又、樋は　軒樋、竪樋共に既存を撤去後、塩ビ製にて新設する。

（上記の除去とは、外壁のしっくい塗、モルタル塗、腰板張りを除去し、土壁の状態とすることを意味する。）

※1　土塗り壁厚さは、平均200㎜とする。

※柱：指示無きものは130x130

1/100

軒樋：

竪樋：

鋼板葺にて改修
（木部SOP塗）

漆喰塗補修
塩ビ製60φ

塩ビ半丸105

防腐OSCL塗（キシラデコール）

ガルバリウム鋼板t=0.4張り

合决り120×15

瓦棒葺きガルバリウム鋼板t=0.4

透湿防水シート

構造用合板t=12全面張り下地
モルタル塗除去後、

透湿防水シート

杉板羽目板張り（杉板：特1等）

24

20.3.15

0610-1

竣工図
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本実羽目板張り

胴縁：45×15

巾木：

陶器質タイル100

木見切縁：35×25

Ｓ＝1/20腰壁詳細図

35

女性用トイレ

多機能トイレ

男性用トイレ

面台
140

45

30

展開図　Ｓ＝1/50

見切縁

腰板

通路

140

Ｓ＝1/20面台詳細図

平面詳細図　Ｓ＝1/50 +100

　Ｓ＝1/50a a 断面詳細図
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コンクリートほうき目地仕上げ
化粧目地切 タテ、ヨコ≒＠600

展開方向

イ

ロニ

ハ

1
5
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FL

2
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6
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垂木現し
杉板現し
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FIX FIX
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1
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H
9
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4
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0

1
0
0

6
5
0

日本瓦葺き

杉化粧板現し

構造用合板合板ｔ＝12

束　105×105

母屋　105×105

3
0

天井

床

巾木

腰壁

磁器質タイル50
□

陶器質タイル100
□

トイレ内部仕上表

一部、陶器質タイル100　接着張り

コンクリート打放しの上、フィラー処理　、粗面塗料吹付け

上部（小屋組部分）：P.B 　9.5の上、粗面塗料吹付け

壁

□

○ア

c
c

アンカーボルト　

＠1,800 1-M16

粗面塗料吹付け

コンクリート打放しの上、胴縁45×15下地、

桧板本実羽目板張り

粗面塗料吹付け
粗面塗料吹付け

▲

：ピクトサイン取付

：GLからの高さを示す

▲

▲

▲

面台140

竪樋

竪樋
竪樋

（KBM+80)

砕石敷　○ア 100　（RC 0～40）

土間コンクリート　　150ア○

9
0
0

部分詳細図　Ｓ＝1/20

有孔ラワン合板t=4.0 CL塗

押縁-20×20

筋違い-45×90

木額縁

木額縁

´ ´

Ｂ Ａ筋違い-45×90 105×105

3,000

両面有孔ラワン合板t=4.0 CL塗

四周枠20×20

1,500 1,500

本実羽目板張り

小屋組及び野地板現し

ゴムアスファルトルーフィング

細川邸改修他工事

トイレ棟詳細図-１
平面詳細図　内部仕上表
展開図

1/50

注：屋内の見掛り木部は全て

上部目隠し壁

手摺

手摺

手摺

9
0
0

60
0

W
1
0
0

2
0
0

6
0
0

W

1
0
0

2
0
0

9
0
0

6
0
0

W
6
00

W
2
2
0

1
0
0

2
0
0

1
0
0

木製面台

1
,
6
5
0

5
50

木製面台

木製面台

フォームポリスチレンボード　○ア 25

ビニルシートｔ＝0.15

CL塗とする。（小屋組は除く）

イ

イ

700

a

b

a

b

1
,
3
6
0

1,200以上

タテ　ヨコ D10@200S

900

垂木45×55　＠360

ｔ＝9　ｗ＝165

9
7
5

1
,
2
3
0

1
,
2
0
0

1
,
2
3
0

75

100

陶器質タイル100
□板張り110×12

□

陶器質タイル100

木製面台

36
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竣工図

1
,
2
00

8
0
0

3
0

1
,
2
309
7
5

トイレＦＬ

トイレＦＬ

3
0

1
,
2
0
0

通路

10,000
1,650

川砂利敷

縁石

62



雪止瓦

尾 形 雅 則

一級建築士No,102952

縮 尺

南立面図　Ｓ＝1/100 東立面図　Ｓ＝1/100

10

４

柱105×105

６

ショーウインドウ

北立面図　Ｓ＝1/100

８

1
5
0

8
5
0

2
0
0

6
5
0

1
0
0
5
0

1
0
0 3
0
0

2
6
0

4
0

600

瓦棒葺き
笠木

（ガルバリウム鋼板ｔ=0.4　

曲げ加工）

１ ２ ３ ４

５

Ａ

Ｂ

Ｃ

3
5
0

3
5
0

（ガルバリウム鋼板ｔ=0.4）

日本瓦（耐震瓦）

屋根伏図　Ｓ＝1/100

2
,
9
1
0

2
,
6
5
0

2
4
0

450

2
,
1
0
0

8
0
0

105×60

土台120×120

２

９

１

多機能トイレ

1
,
0
5
0

1
,
1
5
0

4
5
0 2
0

アルミガラリ

120×210
105×105

瓦棒葺き：ガルバリウム鋼板　t=0.4 瓦棒葺き

（OTワンタッチルーフ340型加工）

西立面図　Ｓ＝1/100

３

５ ６

8
0
0

105×60

10

3.5

2
1
0

2
4
0

2
,
5
5
0

6
0

1,100

2.2

950

OPEN

凡　例

１

３

４

５

２

６ 水切（ガルバリウム鋼板ｔ=0.4）

瓦棒葺き（ガルバリウム鋼板ｔ=0.4）

アルミ嵌殺し窓（網入りガラスｔ=6.8）

メタルラス構造用合板t=12,アスファルトフェルト、

モルタル塗ｔ＝20 粗面塗料吹付け

外部外部

600

FL

2
0
0

6
5
0

85
0

1
0
0

１ ２ ３ ４ ５

900

2
4
0

2
0

con天端

600

10

4.5

3,3002,5003,300

1,1001,1001,1001,2501,2501,1001,1001,100

105×105

75
20

アンカーボルト　
1-M16

＠1,800

最
高

高
5
,
2
8
0

軒
高

2
,
9
1
0

2
,
6
5
0

桟見付-30、

アクリル板t=2　落込み

120×240

7
5

1
0
0

100

1
0
0

2
0
0

3
0

2
5

3575
35

GL

木見切 140

625

25

3
0

105×180

2×30×90

105×105

120×240

105×120

女性用トイレ 多機能トイレ 男性用トイレ

1
,
6
5
0

垂木現し
杉板現し

　Ｓ＝1/50断面詳細図

部分詳細図　Ｓ＝1/20

105
1010

5
5
1
5

15

105×105

敷居

詳細図　Ｓ＝1/20イ

1-M16
＠1,800

75 7520 GL

2
4
0

2
,
9
1
0

GL

ロ

５

※1

※1： ○ア

胴縁：80×30＠450

モルタル塗ｔ＝20

メタルラス

構造用合板t=12

アスファルトフェルト

粗面塗料吹付

FIX窓

広小舞24×90

ロ

ショーウインドウ

600

構造用合板合板 ｔ＝12

杉化粧板現し

瓦棒葺き

350

断面詳細図　Ｓ＝1/50c c

P.B　　9.5の上、粗面塗料吹付け（真壁）

細川邸改修他工事

トイレ棟詳細図-２

立面図 外部仕上表

断面詳細図
1/50

鬼瓦：カエズ鬼

105×105

9
0
0

アルミガラリ

（防鳥網戸付）

※1

45×90

根太掛 45×90

　55×55＠300

根太

105×15

モルタル金ゴテ押エ

15×150通し

ピクチャーレール

ゴムアスファルトルーフィング

KBM8
0

雪止瓦

垂木45×55　＠360

化粧垂木45×55＠360

105×105

束石：花崗石150×150

1-Ｍ12　アンカー付

5
0

棟3段素丸

（トイレ棟，使用木材樹種）

15×150通し

注.ショーウィンドウの内壁仕上は外壁に準ず

350

3,000

350

Ｃ Ｂ Ａ

アルミガラリ　防鳥網付き

5
5
0

105×45b b

トイレブース

胴 縁 類：杉一等

小屋組材（束含む）：米松特一等

10

11

12
14

10

11

コンクリート打放し（B種）、タテ目地＠450（15×10）

８

９

日本瓦（いぶし）

アルミサッシ

笠木（ガルバリウム鋼板ｔ=0.4　曲げ加工）

注：con打放しの出隅は、コーナー面木入とする。

14

軒樋：塩ビ半丸105

堅樋：塩ビ60φ

軒樋：銅半丸105×0.4

堅樋：銅60φ×0.4

600

1
5
0

7
0
0

1
5
0

注：外部見掛り木部防腐OSCL塗（キシラデコール），コンクリート目地コーキング：水平打継，タテ　2　，3　通

10

11

12

13

120×240

杉板化粧現し（120×9）

見掛り木部（造作材）：桧上小節

柱　　類：桧上小節

注、通路の柱に取り付く、横架材（手摺、土台）は、すべて桧上小節とする。

アクリル板ｔ＝2

雪止瓦

垂木45×55　＠360

樹種は桧上小節

37

2
,
6
7
0

陶器質タイル100
□

ガラス瓦 ガラス瓦

1,360

ｔ＝9　ｗ＝165

105×240
化粧桁梁

竣工図

1
,
2
0
0

1
,
2
3
0

9
7
5

水切
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（内部仕上特記事項）

尾 形 雅 則

一級建築士No,102952

縮 尺 1/50

壁床室 名
モルタル金ゴテ押工の上防塵塗床

（ノンスリップ仕上）　床勾配有り

倉庫 コンクリート金ゴテ押エ（化粧目地切）

客席 コンクリート金ゴテ押エの上

厨房

法規チェック　（厨房+客席）　　（㎡）

A 6.30 × 3.72 ＝ 23.44 

Ｌ 補正係数 ＝ 3.0 

× × 3.0 ＝ 4.44 

1.01 × × 3.0 ＝

＝合計 ＞

Ｖ 1.530 × 1.00 × ＝ 0.77 

1.01 × × ＝

× 2.00 ＝

× × ＝

合計 ＝ ＞ 1.17 

S 1.530 

1.01 

×

×

×

×

0.40 

0.30 

×

×

×

合計

＝

＝

＝

＝

＝

0.31 

0.12 

0.22 

＞ 0.47 

4.60 × 2.12 × 2.50 ＝ 24.38 

1.70 × 2.28 × 2.50 ＝ 9.69 

4.60 × 1.60 × 2.40 ＝ 17.66 

1.70 × 1.44 × 2.40 ＝ 5.88 

合計 ＝

AD-1

AW-2

AW-1

AW-2

AD-1

WD-1

AW-1

AW-2

AD-1

WD-1

厨房

客席

57.61 m 3

井戸

（新築）

渡り廊下（1）

≒
1
,
0
3
0

2
,
4
0
0

+
3
0

+
3
0

±
0

≒
1
,
0
3
0

4
0
0

8,100

+20

+
3
0

ＷＤ１

ＡＷ

±
0

ノンスリップ加工

（色彩区分，黄色）

スリット25

（目地）
母屋（既存）

厨房棟建物GL＝KBM±0

下記高さ表示　　はGLからの高さを示す

天井裏はグラスウールt=50,10kを内臓する。

○

○

○

（厨房棟）平面図

内部仕上表

３

0.64 0.85

0.845 2.55

6.99 2.34

1/2

1/2

1/2

1/2

1/2

1/2

0.845

0.72

0.43

1.44

0.245

0.72

0.36

気積

外壁に面する壁内はグラスウールt=75,10kを内臓する。（法規制あり）

○

＜　不燃認定番号　＞

○ メラミン不燃化粧板： アイカ工業,アイカセラールNM-1699

下記または同等品巾 木
同　左

メラミン不燃化粧板t3

ｔ3張り）

C.H.天 井
厨房機器2,500

2,400

化粧P.Bt9.5

（ジプトーン910×910）

2,400

ケイカル板ｔ6（目透し）VE塗

備 考

化粧P.Bt9.5

（木目調,目透し）

ロ
耐水合板ｔ12（目透し）

450 450
（465） （465） 間柱　45×105

カウンター

ハードナー仕上

塀
-
1
（

新
設

）

腰壁：杉板ｔ12横張り(カウンターはメラミン不燃化粧板

+20

内部仕上表 

目地切りは、しび目地程度とする。

外部に室名札（新協和,SK-WN-2F〈５文字入〉）を１ヶ所取り付ける。

○

○

○

＜　準不燃認定番号　＞

化粧石膏ボードｔ9.5

ジプトーン：吉野ジプトーン　QM-9824

木目調：吉野天井板・UK　QM-9824

下記または同等品

注.上記P.Bは石膏ボードを示す　　注.長尺塩ビシートｔ2.5：東リ　NSシート　NS800または同等品

注.ケイカル板ｔ6：繊維混入けい酸カルシウム板（厚6）（H12,告示1400号,不燃材料）

室内に面する床,壁,天井の仕上,下地及び小屋裏,天井裏,間仕切壁内,外壁に面する内壁内,家具の

表面及び内部,建具に使用する材料はすべてシックハウス規制対象外のF☆☆☆☆等級品とする。

長尺塩ビシートt2.5（ノンスリップ型）

合板t12の上

上部：合板ｔ12の上メラミン不燃化粧板ｔ3

合板t12 （目透し）

注.上記の合板仕様：構造用合板（針葉樹）ｔ＝12

細川邸改修他工事

※上記の認定書は別添付

グラスウールｔ75（外周面）

±0

h=140

同　　上

h=150

モルタル金ゴテ押工

b b

7
0
0

9
3
0

3
,
7
2
0

厨房

+200

+190

+170 +150

+190

+100

（
半

外
付

）

ａ

ａ

75

基礎縁切り
（スリット巾25

カウンター
タレ壁

1,800 900 1,800 9001,800900900

800

+70

スリット25 スリット25

9
3
0

1
,
8
6
0

9
3
0

3
,
7
2
0

+200

1
,
6
0
0

ＷＤ

１

ＡＤ

１

ＷＤ客席

ＡＷ

２

8
5
0

5
5
0

2
5
0

（現設計の塀-1を取止め，基礎は建物用として使用する）

ロイ

▽

▽

（半外付）木製面格子

木
製

面
格

子

4
5
0

1
,
1
8
0

9
1
0

a

倉庫

目地

目地

Ａ

Ｂ

塀-1（原設計） 隣地境界線

１ ２ ３

付柱巾105（位置は立面図による）

4
0
0

6
5
0

6
4
0

6,300

9,000

2,700

ＷＤ

上部天板

展開方向

イ

ロニ

ハ

450
（465） 柱　105×105

450
（465）

≒
3
5

ラス,モルタル塗　厚20

イ メラミン不燃化粧板ｔ3

耐水合板ｔ12又は
構造用合板ｔ12

４

２

≒
5
,
1
0
0

サービス

ヤード

基礎縁切り

4
6
5

4
6
5

≒
8
0
0

5
1
0

5
1
0

9
3
0

25

700

1,350

立切壁及びべース）

有効900

ス
ロ

ー
プ

木摺90×12

ゴムアスファルトフェルト

グラスウールｔ75（外周面）

≒1,650

450

a

外部

：土間コンクリート金ゴテ押工（しび目地切）

ハードナー仕上

：ノンスリップ加工の上色彩塗装

注.色彩塗装：ABC商会,フェロコン

または同等品

のべ石

鋼製グレーチング

U150

細目グレーチング
（溶融亜鉛めっき製）

塗り上げｈ≒230

見掛り木部は桧上小節ＣＬ塗とする。（腰壁も杉板厚12,上小節）

1.90 1.99 1.89

4.53

1.90 0.34

0.99

20.3.15

竣工図

900 1,700 885 2,000 815 1,000 1,700
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380

45×105

75×90 75×90

ｔ＝12　ｗ＝165

塩ビ丸60φ（銅色）（既製品）

尾 形 雅 則

一級建築士No,102952

縮 尺 1/100 1/30

1FL

9,000

500 5006,300 2,700

1FL

厨房

750

3,720

500

C
H
 
2
,
5
0
0

2
0
0

2
,
4
0
0

C
H
 
2
,
50
0

倉庫

2,
4
0
0

2
0
0

2
0
0

8
5
0

軒
高

 
2
,
9
5
0

最
高

高
 
4
,1
0
0

桁梁天

3
0
0

2
,
3
0
0

軒
高

 
2
,
9
5
0

桁梁天 1,
1
5
0

最
高

高
 
4
,1
0
0

10

4.5

1
,
9
7
0

5
3
0

700

9
0
0

1
,
1
0
0

1
0
0

15
0

外部仕上表

屋 根

外 壁

軒 裏（庇裏）

日本瓦葺

野地板ｔ.12（杉化粧）,垂木現わし

GL+70

（スロープ） 1,030

南　立面図 S=1/100塀-1　立面図 S=1/100

鬼瓦：カエズ鬼

モルタル塗の上、粗面塗料吹付

巾 木

外部建具 木製框戸及びアルミ建具

軒 樋

竪 樋

4.5

10

サービスヤード

10

4.5

北　立面図 S=1/100

棟三段素丸 雪止瓦

西　立面図 S=1/100

ａ　ａ　断面図 ｂ　ｂ　断面図 S=1/100S=1/100

3
3
0

5
0 1
5
0

3
0
0

4
5
0

1
0
0

500

450
100100

120

1
50

7
50

550 250

8
0
0

2
0
0

1
,
0
0
0

1
5
0

4
0

1
0
5
4
0

1
0
0

土間コンクリートt120

砕石敷　t100　（RC 0～40）

10

4.5

2
,
9
5
0

4
,
1
0
0

8
5
0

3
0
0

軒
高

最
高

高

▽
棟木天

930 930 930

Ａ

日本瓦葺き

束　105×105

母屋　105×105

ゴムアスファルトルーフィング

（軒先）杉化粧板現し

杉板

垂木45×55　＠360

5
3
0

厨房

2
,
4
0
0

C
H

客席

1
,
0
0
0

2
0
0

▽
ＦＬ

天井裏

グラスウール10Ｋ t50

ＧＬ

木製面格子

矩計図 S=1/30

1,600

3
5

2
,
5
0
0

C
H

外部仕上表　矩計図

（厨房棟）　立面図　断面図

40

※：タモ積層材の上ウレタン塗

※上部天板

耐水合板ｔ12の上,メラミン不燃化粧板ｔ3
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化粧木見切（巾105×45）

上部鋼板水切付

付土台（巾105×45）

付柱（巾105×45）

（注.外部　見掛り木部：桧,上小節,防腐OSCL塗）
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東　立面図 S=1/100

鋼板水切

付土台（巾105）

45×105

（30×60＠80）

塩ビ半丸105
軒樋：

カウンター※

（基礎パッキン）

塩ビ半丸105（銅色） （既製品　スチール芯入り）

コンクリート打放し（目地切）(表面保護.ミクロンガードまたは同等品）
タテ　ヨコD10 @200S

ｔ＝12,W120

（ガルバリウム鋼板 t0.4)

鋼板水切（ガルバリウム鋼板 t0.4)
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外壁

グラスウール t75

庇詳細図　1/30

（カラーガルバリウム鋼板）鋼板ｔ0.4平葺
構造用合板ｔ＝12
野地板杉化粧ｔ＝12

VU75φ（エルボ型）内臓 ４ヶ所共

ビニルシートｔ＝0.15（二重）

フォームポリスチレンボード厚25（3種ｂ）

細川邸改修他工事
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注 .巾木の １  ３　A  通は、モルタル刷毛引き
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サービスヤード

CBｔ100

200 75

タルキ45×55＠360
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積層板ｔ30

隔て板

竣工図
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